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日本語の文章は不規則なところに味わいが存するのでありまして、句切りやその

他の符号などもあまりはっきりしない方が面白いのでありますから、（中略）され

ばこれらの符号の付け方も、規則で縛ってしまわずに、その文章の性質に依り、

字面の調和不調和をも考え合わせて、適当に塩梅した方がよいかと思います。 

                             谷崎潤一郎『文章読本』 

 

 本稿の研究目的は、私たちが日頃日本語の文章を書く際に、谷崎の言う「適当に塩梅」

を実際にどのように行っているのかを、特に読点に着目して考察することである。 

 読点の打ち方には文法的な規則がある。公的には 1946 年に文部省教科書局から「くぎ

り記号の使ひ方[句読法]（案）」も出されている。しかし私たちは日頃、規則に従うという

よりむしろ、読みやすさや文の区切りを明確にするために読点を打つことが多い。そのた

め、読点の打ち方は人により異なっている。筆者は、読点の打ち方が人によって異なる理

由を以下のように考えた。 

 

a. 主に書き手を起因とする理由 

[ア] 学校で読点の打ち方を正式に習ったことがないため 

[イ] 読点をたくさん打った方が読みやすいと感じる人と、そうでない人がいるため 

[ウ] 日本語を母語とするか、そうでないかにより違いがあるため 

[エ] 書き手が読点に対する考え方にこだわりを持っているため 

 

b. 文章自体の特徴を起因とする理由 

[カ] 長い文には読点が多く打たれ、短い文には少なく打たれるため 

[キ] 文の品詞や活用形と関係があるため 

[ク] 文の構造と関係があるため 

[ケ] 文の文字種と関係があるため 

 

 これらを検証するために、本稿ではまず、日本国内の小中学校で使用されている国語の

教科書をもとに、どの学年でどのように読点の打ち方を学ぶかを調査した。その結果、読

点に関する項目はあったものの、主に文章を書いた後で推敲する際に、読みやすさを目安

に読点を打つことを教えている教科書が多かった。一方、日本語学習者はどのように読点

の打ち方を学んでいるのか、日本語学習者用の教材を調べたところ、文法的な規則、つま

り連用中止や並列、感嘆詞や呼びかけの後に打つというように、かなり具体的に説明がな

されていることがわかった。この違いは、日本語母語話者には書き手自身が読みやすいと

思うかどうかを、非母語話者には文法を目安として読点を打つことを教えているためでは

ないかと考えた。 

 次に、日本語母語話者 10 名と非母語話者 10 名の調査協力者に、日本語で書かれた文章

から読点を取り除いた例文をいくつか提示し、自分が必要だと思ったところに読点を打っ

てもらう調査を行い、その結果について分析した。提示する例文は、小説や取扱説明書な

どさまざまな分野から、それぞれ何らかの特徴を持つ文章、例えばひらがなが多い文章や、

読点がないと係り受けがわかりにくい文章などを選んだ。その結果、調査協力者全体の読
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点の打ち方については、読点を多く打つ人と少なく打つ人にかなりの数の差が見られたが、

母語の違いについては明確な相違点は見られなかった。また、文章の特徴から見た読点と

の関係については、文の長さ、品詞や活用形、文の構造と読点の打ち方とは関係があると

いう結果が得られたが、同じ文字種が続くと読点を打つことが多くなるかどうかについて

は、際立った特徴は見られなかった。 

 これらの調査から、読点の打ち方が人によって異なるのは、書き手側だけの要因ではな

く、文章の特徴とも関係があり、双方が持つさまざまな要因によって、書き手が自分の文

体としての読点を打っているためであるという結論に至った。 
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